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 今日、5 月 15 日は「最賃底上げグローバル・アクション」というキャンペーンが 30 ヵ国

で実施されています。 

日本では、増税と物価上昇で生活費はアップしているのに、賃金は 1997 年より 10％ダウ

ン。私たち皆の賃金の土台、「最低賃金」の大幅な引き上げと、中小企業への支援が必要です！ 

経済大国ニッポンで 

ワーキング・プアが増えている 
 

 大企業は莫大な利益を上げていますが、労働者の賃

金は 1997 年より 10％下回っています。こんな国は

ほかにはありません。今や労働者の 37％は非正規雇

用、35％は年収 200 万円以下のワーキング・プアで

す。低賃金で不安定な雇用にしか就けず、結婚できず、

子どもを産み育てられない人も増え、社会の基盤がゆ

らぎはじめています。 

 東日本大震災の被災地の復興や生活再建も、生活で

きる賃金が保障された雇用が少ないため、なかなか進

みません。 

日本の最低賃金は低すぎる 

地域間の格差は 23%も！ 
 

 政府は「経済好循環を実現するには賃上げが必

要」と明言しています。ところが、厚生労働大臣が

決定権をもつ「最低賃金」は、最も高い東京でも

869 円、鳥取、島根、高知、佐賀、長崎、熊本、

大分、宮崎、沖縄では 664 円です。これではフル

タイムで働いても月 10～13 万円にしかならず、

「健康で文化的な最低限の生活」（憲法 25 条）す

ら、まかなえません。 

 しかも地域間の格差が最大で時給 205 円もある

ため、賃金の低い地方から労働者が出て行く現象が

広がっています。暮らしと地域経済のため、賃金格

差の是正と水準の大幅な引き上げが必要です。 

生活できる賃金の実現を！  

最低賃金は全国どこでも１０００円以上に！ 

What’s going on in Japan !? 



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 最低賃金をあげるために 

 最低賃金は、労働者と経営者の意見を聞いて、

政府が改定します。 

 改定時期は夏ですから、今が絶好のチャンス！

声をあげれば効果あり！「最賃あげて」と首相に

一言、要請を！⇒ 検索「首相官邸ご意見募集」  

https://www.kantei.go.jp/jp/forms/goiken_ssl.html 

 

☆ 労働組合に相談を 

 ブラック企業が増えています。解雇、賃金不払

い、長時間労働、パワハラなど、何かあったら相

談を ⇒ 全労連労働相談ホットライン  

フリーダイヤル 

０１２０－３７８－０６０ 

先進国では最賃 1000 円以上は当たり前 
 

 「時給 1000 円は、中小企業にとって支払い

困難」との意見もありますが、最低賃金が月額

20 万円、時間額 1000 円以上という国は珍し

くありません。 その上、世界の主流は地域格差

のない「全国一律最低賃金制度」です。格差のな

い、まともな水準の最低賃金を保障することで、

全国どの地域でも最低限の消費購買力が確保さ

れ、それによって地域経済と中小企業が支えられ

るというわけです。 

 

 

 日本と並んで最低賃金が低いアメリカで「最賃 15 ドルと労働者の権利」確立を求めるキャン

ペーンが話題になっています。その影響でオバマ大統領も最低賃金 10.10 ドル（1100 円）引き

上げの公約を掲げ、ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ、ｼｱﾄﾙ、ｺﾈﾁｶｯﾄ等は州別最低賃金を 10 ドル以上にすると決めました。  

 そして 5 月 15 日。アジア諸国を含む 30 ヵ国 80 都市で、低賃金で利益をあげる大企業が多

いことで知られるファスト・フード産業を対象にした、「世界同時アクション」が 

行われています。「生活できる公正な賃金」と「労働者の権利行使 

への尊重」を経営者や市民に呼びかけ、 

それらの実現を求める 

キャンペーンです。 

日本でも声をあげよう！ 
 

アベノミクスはこのままで

は、インフレ消費不況と財

政大赤字におちいります。

それを避けるには、最低賃

金の大幅引き上げと、中小

企業への経営支援強化、 

地域経済の振興をはかることが必要です。 

 働く人の生活と尊厳を守り、経済を活性化するため

に。あなたも世界各国の人々と連帯して「最低賃金を

1000 円以上に！地域格差をなくそう！」、「ファス

ト・フード労働者に公正な賃金と敬意を！」の声を

あげ、その実現の運動に参加しませんか？ 


